
東北農業研究 (Tohoku Ag五 c Res)57. 219-220(2004)

化学肥料に替わる有機質資材の根菜類 に対する利用方法

細田洋一

(青森県農林総合研究セ ンター畑作園芸試 験場 )

Method of Odganic Fcrtilizers and Anunal Watt Composts for Root Crops

Yoichl Hosoda

(Aomod Prcfcctural Agriclture md Forew Rcscarch Ccntcち Ficld CЮ ps and Hoicul●■℃Expouaemt Stauon)

1は じ め に

最近、消費者が安心できる野菜に対して関心が高まつ

ていることから、生産者は、化学肥料に替えて有機質肥

料を施用する場面が多くなつてきている。一方、畜産が

盛んな青森県の太平洋側の地域では、近年、家畜の糞尿

の処理が問題になつている。そこで、土地利用型野菜で

あるダイコン、ゴボウを対象作物として、有機質肥料と

家畜ふんの堆肥の組み合わせ体系が化学肥料と代替え可

能であるかを検討した。

2試 験 方 法

(1)供試有機質肥料および堆肥

供試有機質肥料は、次の4種類の市販の有機質肥料で

対照として化学肥料 (N:P:K‐ 17:17:17)を 用いた。

有機質肥料① (N:P:K‐ 5`ll原 料:菜種粕、魚粕、骨粉 )

有機質肥料② (N:P:K‐562原料:菜種粕、魚粕、骨粉等)

有機質肥料③ (N:PIK=833原料:菜種粕、乾血等)

有機質肥料④ lN:P:K=666原 料:菜種粕、骨粉等)

供試堆肥は、鶏糞堆肥 (窒素含有量 25% 堆積期間 6ヶ

月)及び豚糞堆肥 (窒素含有量 30% 堆積期間 10ヶ 月)

で、ビン培養で無機化率を測定した結果、鶏糞堆肥は

50%、 豚糞堆肥は 35%で あつた。鶏糞堆肥はダイコンに

対して施用し、豚糞堆肥はゴボウに対して施用した。

(2)試験区の構成

4種類の有機質肥料に対し、それぞれ施肥窒素量の全

てを有機質肥料で施肥した有機質肥料単用区、施肥窒素

量の半量を有機質堆肥、もう半量を堆肥で代替えした有

機質肥料+堆肥区及び対照である化学肥料区の3試験区

で実施した。

青森県の施肥基準に従い、春まきダイコンの施肥窒素

量は 6kノ 10a、 ゴボウの施肥窒素量は 20kg/10oと した。

ダイ コンに施用 した施肥窒素量の半量に当た る

3kg/10aは 鶏糞堆肥の現物で 240kノ 10a、 ゴボウの施肥窒

素量の半量に当たる 10kノ 10aは 豚糞堆肥の現物で

960kg/10aを 基肥と同時期に施用した。

ダイコンの供試品種は喜太―を用い、栽植密度は畦幅

70cm、 株間 30cnlで 試験を行つた。平成 14年 では、5

月 16日 に播種し、7月 15,19,23日 の 3回に分けて収穫

し、平成 15年では 5月 20日 に播種し、7月 16,23日 の 2

回に分けて収穫した。

また、ゴボウの供試品種は常豊を用い、栽植密度は畦

幅 100om、 株間 5し=.1で試験を行つた。

3 試験結果及び考察

(1)ダイコン

図 1にダイコン圃場の無機態窒素量の推移を示し

た。ダイコンの生育前期、中期にわたり、有機質肥料単

用区と有機質肥料+堆肥区の無機態窒素量は化学肥料区

に比べ低くなつた。

表 1にダイコンの収量性に及ぼす影響を示した。平成

14年度において、有機質肥料①,②単用区の根重は化

学肥料区より小さく、収穫時期が遅れたが、有機質肥料+

鶏糞堆肥区の根重は化学肥料区とほぼ同等で、同じ収穫

時期であつた。しかし、平成 15年度において、有機質

肥料③,④単用区及び有機質lE料+鶏糞堆肥区の根重は化

学肥料区より小さく、収穫時期が遅れた。

表 2に平成 11,12年 度に試験を実施した作型の違いに

よる有機質肥料のダイコンに及ぼす影響を示した。春ま

きダイコンにおいて有機質肥料の収量は化学肥料区に比

べ低く、収穫時期が遅くなつたが、夏まきダイコンにお

いて有機肥料の収量は化学肥料区とほぼ同等になり、同

じ収穫時期であつた。これらのことから、春まきダイコ

ンでは生育前期、中期に地温が低く、有機質肥料及び鶏

糞堆肥の肥効が化学肥料に比べ低く、収穫時期も遅くな

ると考えられた。

(2)ゴボウ

図 2に ゴボウ圃場の無機態窒素量の推移を示した。有

機質肥料単用区及び有機質肥料十豚糞堆肥区の無機態窒

素量は化学肥料区とほぼ同じ推移を示した。

表 3に ゴボウの収量性に及ぼす影響を示した。平成 14

年において、有機質肥料②単用区の総収量、上物収量が

化学肥料区に比べ低くなつたが、その他の有機質肥料単

-219-



東 北 農 業 研 究 第 57号  (2∞4)

用区及び有機質肥料+豚糞堆肥区の総収量、上物収量は

化学肥料区を上回つた。平成 15年 において、冷夏の影

響で収量が低くなったが、有機質肥料単用区及び有機質

肥料十豚糞堆肥区の総収量、上物収量は化学肥料区を上

回つた。

4 まとめ

春まきダイコンの有機質肥料の単用及び有機質肥料十

鶏糞堆肥体系は、化学肥料より収穫時期やや遅れるが化

学肥料と代替え可能であつた。また、ごぼうの有機質肥

料の単用及び有機質肥料+豚糞堆肥体系は化学肥料と代

替え可能であると考えられた。

§ :S:詈 SSSiS
C「 有機質肥料③単用      一 有機質肥料◎+輩肥

十 構 質麒 ∝ 用      ― 有機質麟 ④+枷

一 化学le料

図 1 ダイコン圃場の無機態窒素量の推移

(平成 15年 )

表 1 有機質肥料・堆肥が春まきダイコンの収量性に及

ぼす影響 (平成 14,15年 )

表2 作型の違いによる有機質肥料のダイコンに及ぼす

影響 (平成 H,12年 )
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図2 ゴボウ圃場の無機態窒素量の推移 (平成 15年 )

表 3 有機質肥料・堆肥がゴボウの収量性に及ぼす影

響 (平成 15年 )

有機質肥料Э+堆肥

有機質肥料②単用

有機質肥料②+堆肥
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